
薬剤師不足と言われる業界だが、その背景

には業界の伸長と共に各企業の出店が飛躍的

に増加し、出店政策上の薬剤師求人が増えた

ことがある。もちろん出店要件としての資格

者採用だけでなく、他の小売業との差別化と

して、薬剤師職能を生かした専門性を追求す

るドラッグ企業も増加しているのは確かだ。

キリン堂は地域医療に貢献するという目標

に向かって一緒に研鑽できる、意欲のある薬

剤師を募集しているという。中店氏は「われ

われが求める薬剤師は、生活者が相談に来ら

れたときに、きっちり対応できる薬剤師でな

ければならない」とし、さらに薬剤師職能の

発揮で最も重要なポイントは『コミュニケー

ション能力』だと指摘する。「当然、薬剤師

は薬学知識が豊富だが、それを正しく生活者

に伝えられる能力がなければ、ドラッグスト

アは難しい」と苦言を呈する。

コミュニケーション能力とは、薬学知識を

合わせ持ちながら生活者視点に沿った形で、

健康情報のアンテナを持つこと。「処方せん

調剤の服薬指導時の知識はもちろんのこと、

テレビや雑誌などで話題になった健康関連情

報などを吸収した上で、分かりやすく説明で

きることが必要」と中店氏。それが店頭で信

頼される薬剤師に繋がる。

就職セミナーなどで薬学生からは『どんな

教育研修を行ってくれるのか』という質問が

多いという。中店氏はこれに対して「会社と

して必要に応じて研修・教育は行うが、薬剤

師職能を高めるのは、受け身ではなく自己研

鑽の要素が強い。与えられたものを消化する

だけでは、薬剤師として生涯を歩んでいくの

は難しくなる」との考えだ。

ドラッグストアは近年、企業そのものが成

長し、調剤事業を展開する傾向もあり、薬学

生の就職先の１つの柱として、身近な存在に

なりつつある。さらに「以前は、調剤業務の

み希望する学生が多かったが、このところ調

剤業務とＯＴＣ販売、両方を希望する学生も

増えている。店頭に立てば調剤以外にもＯＴ

Ｃ販売、健康食品などの説明など、薬剤師職

能を幅広く生かし、生活者ニーズに応えられ

なければならない。企業としても良い傾向だ

と思う」という。

ドラッグストアも競争が激化するなかで、

本当の意味での専門性を追求していく必要に

迫られている。店頭では表面上は物販の要素

が強いが、生活者が求めるのはそこでのアド

バイスや、相談を受けられる機能である。中

店氏は「これに応えられる専門性の高いドラ

ッグストアしか生き残れないと思う」と説明

する。ドラッグストアへの就職を希望する薬

学生に向けて中店氏は「ドラッグ企業は各社

それぞれ特徴がある。多くの企業をいろいろ

研究し、担当者に話を聞き、実際の現場を見

て判断し、自分に適した職場を決めることが

大切」だとアドバイスする。
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健康志向を背景に年率120％の勢いで成長するドラッグストア業界。増加す

る処方せん調剤への対応で、調剤併設型ドラッグストアの設置など、より専

門性を打ち出す企業も増えてきた。その専門性で主役となる薬剤師の活躍に

期待は大きい。関西を中心に

調剤併設型店舗を展開し、地

域のかかりつけ薬局機能を目

指すキリン堂（本社吹田市、

社長寺西豊彦氏、薬剤師数

430人）の中店幸明人事教育

部部長に、ドラッグストアが

期待する薬剤師像を聞いた。
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